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あきたの未来

「農家がつくる日本酒プロジェクト」では随時イベントを開
催し、メンバー同士の交流を図っている。　　　　

じゃがいもを提供している「グルメス
トアフクシマ」（男鹿市）に出向き、
コロッケの製造過程を体験。

高校・大学時代はボート部に所属。現在は大潟村のクラ
ブチームで、主に中学生を指導している。

2代目となる父・松
まつはし

橋稔
みのる

さんの下で目下修行中なのが、就農して9年に
なる拓郎さん。「仕事を通して誰かに喜んでもらいたい」というの
が、拓郎さんの思いです。栽培だけでなく、加工やコミュニティーづ
くりにも積極的に取り組むその熱意の裏側をのぞきました。

 

仲
間
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！
」と
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、
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業
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る
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し
ま
し
た
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あきたの未来

あきたの未来
つなぐつむぐ食べる人も、育てる人も幸せ。

そんな“農業で幸せが広がる未来”を
目指して。

農業の可能性を気付かせて
くれた、仲間の笑顔

「大潟村松橋ファーム」は大潟村で約
40年の歴史を持つ農家。米や野菜の栽
培のほか、加工品の企画などにも積極的
に取り組んでいます。新事業の仕掛け人
は、3代目の松

まつはし

橋拓
たくろう

郎さん。持ち前の感性
と行動力で家業をサポートしています。

農業を志したのは大学1年生の頃。「所
属していたボート部の合宿所でウチの米を
使ってくれることになったんです。みんな『う
まい、うまい ！ 』って食べてくれて。それま
で当たり前に食べてきた実家の米が喜ば
れていることが純粋にうれしかったし、『農
業って、人を笑顔にする仕事なんだ』とい
うことを実感しました」。

進学したのは教育学部でしたが、「自分
の関わりが誰にどう影響するのか分かりや
すい職業に就きたい」という思いは家業で
ある農業でかなえられるのでは、と感じ始め
た拓郎さん。未来への道筋は、教師から
農業へと変わっていきました。

同じ思いのある人と一緒に
可能性を広げていく

大学を卒業後、8カ月ほど、北
海道の農家の下で農業の基礎
を学び大潟村に戻ってきた拓郎
さん。当時は、米と少しの野菜
を育てる程度の規模でした。「ま
ずはホームページを立ち上げて…

それから徐々に販売に力を入れるようにしま
した」。現在はアスパラガスやジャガイモ、
ショウガなど多数の野菜を栽培するほか、ネッ
トショップを開設し、お米や野菜をオンライ
ンで全国各地に販売できるようになりまし
た。
　拓郎さんの活躍は、栽培だけにとどまり
ません。加工品販売にも積極的に参加し、
男鹿市の精肉店「グルメストアフクシマ」
や潟上市の佃

つくだに

煮店「佐
さ

藤
とう

徳
とく

太
た

郎
ろう

商店」と
のコラボを行っているほか、酒米を栽培し、
五城目町にある酒蔵「福

ふくろくじゅしゅぞう

禄寿酒造株式
会社」との「農家がつくる日本酒プロジェク
ト」を進めています。

「物理的な距離よりも、精神的な距離感
を大切にしたいと考えています。だからこそ、
思いに共鳴できる人がいれば一緒に仕事
がしたいんです」。ただ材料を提供して終
わるのではなく「自分たちが育てた野菜が、

どんな風に形を変えていくのかを知りたい」
と、実際に製造過程を体験することも。そ
んな拓郎さんの行動力と情熱が信頼を重
ね、取引先との揺るぎない関係が築かれて
います。

小さくても大切なもの。
その積み重ねが未来を変える

就農から9年。今も昔も変わらないのは、
「自分の仕事で誰かに喜んでもらいたい」
という思い。「農業に興味を持ち始めた頃
は、『日本を変えるんだ！』と意気込んでいま
した（笑）。でも今は目の前のお客さん、取
引先との関係を大切にすることが一番大
事。そういう日々の積み重ねが、結果とし
て少しでも周りの人たちの幸せにつながっ
ていけば幸いです」。

こぎ出した先は、地域農業全体の明る
い未来。拓郎さんの挑戦は始まったばかり
です。

大潟村松橋ファーム
http://matsuhashifarm.com/

大潟村

酒米の「秋田酒こまち」
や「改良信交」を栽培
し、福禄寿酒造とコラ
ボ。当プロジェクトのメン
バーになると、裏ラベル
にメンバーの名前を掲載
してもらうことができる。
http://noukanosake.
strikingly.com

農業の魅力を日々 発見！

佐藤徳太郎商店（潟上市）とのタッグで、「畑の佃煮シ
リーズ」を展開中。試行錯誤で完成させた「 生

しょう

姜
が

の佃
煮」は、自信の一品。
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歳入歳入
33%

16%13%

13%

16%

9%

1,912億円
地方交付税

934億円
県税

763億円
県債

749億円
国庫支出金

529億円
諸収入

854億円
地方消費税清算金・
地方譲与税など

お問合わせ先  県財政課　☎018-860-1105

みんな知ってる？
「宝くじ収益金の使いみち」

宝くじの収益金は、発売された地方自治体（全国
都道府県・２０指定都市）の収入となり、道路などの
公共事業、災害対策及び少子化対策等に幅広く
活用されています。平成２９年度の秋田県の宝くじ
収益金収入は約23億円でした。

貴重な自主財源である宝くじの重要性をご理解い
ただき、秋田県内でご購入くださるようお願いします。

健全な財政運営の確保

元 金
償還額888億円＞県債発行

予 定 額763億円

財政２基金（財政調整基金・減債基金）の実質基金残高見込み

平成31年度末実質基金残高見込み 287億円
※実質基金残高… 市場公募債の償還財源として、ルールに基づき減債基金に積み立

てた額を除いた残高のことです。

総額5,741億円
（対前年度当初比△62億円、△1.1％）

平成31年度一般会計予算1

3

　平成31年度は、人口減少社会の克服に向けて、若者の夢の実現に向けた挑戦へ
の応援をはじめ、首都圏からの移住促進、インバウンド誘客のための集中的なプロ
モーション、外国人材の受け入れ体制の整備、各産業分野におけるICT（※1）・AI（※2）
の導入を強力に推進します。
　また、豪雨災害からの復旧や防災・減災対策により県土保全と防災力強化を図る
ほか、健康寿命日本一に向けた取り組みや障害者差別解消の推進など、誰もが健康
で安心して暮らすことができる地域社会の実現に向けた取り組みも着実に推進します。
※1 ICT…Information and Communication Technology（情報通信技術）　※2 AI…Artifi cial Intelligence（人工知能）

（1） 次の世代にツケを残さないよう、可能な限り県債発行額を抑
制し、プライマリーバランスの黒字を確保しました。

（2） 災害時の対応などのために積み立てている基金（≒貯金）を
有効に活用しつつも、一定の基金残高を確保しました。

歳出

26%

24%17%

16%

13%
4% 1,473億円

一般行政経費

1,392億円
人件費

981億円
公債費

938億円
公共事業費

735億円
社会保障関係経費

222億円
その他投資的経費

若者 予算！チ レ ジンャ
平
成

31年
度は

「第3期ふるさと秋田元気創造プラン」に
基づく戦略などの予算

チャレンジあきたドリーム事業
（1）若者チャレンジ応援事業（詳細は5頁参照）
 次代を担う若者の夢の実現に向けた挑戦を応援することによって、若い
世代の地域活性化に向けた戦略的な取り組みを促進します。
（2）移住支援金交付事業
 東京圏から本県に移住し、特定の対象企業に就職または創業した場合
に移住支援金を給付します。
（3）起業支援事業（地域課題解決枠）
 地域の課題に取り組む若者などの優れた事業の創出を促進するため、起
業費用の一部を助成します。

戦略1  秋田の未来につながるふるさと定着回帰戦略 237億円
戦略2  社会の変革へ果敢に挑む産業振興戦略 557億円
戦略3  新時代を勝ち抜く攻めの農林水産戦略 409億円
戦略4  秋田の魅力が際立つ　人・もの交流拡大戦略 231億円
戦略5   誰もが元気で活躍できる健康長寿・地域共生社会戦略 418億円
戦略6  ふるさとの未来を拓

ひら
く人づくり戦略 134億円

基本政策  県民の安全で安心な生活を支える基本政策 576億円

2 2,562億円

ピックアップ!
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事
業
内
容

海外の一流レストランで
料理修行

海外向け
商品の開発

専門学校で
先進技術を習得

秋田の食材を使った
集客力の高いレストラン

を開店したい！

お問合わせ先  県地域づくり推進課　☎018-860-1237　美の国あきたネットコンテンツ番号 41324

実施段階試行・検証段階準備段階計画段階

経費面の支援のほか、それぞれの段階に応じて専門家がアドバイス！ 夢の実現へと導きます！

3年目

秋田の未来を切り開く夢を持った次代を担う若者を秋田県が応援します。
さまざまな分野で若者ならではの斬新なアイデアを生かした取り組みを後押し！
夢をかなえて秋田を元気に！ ぜひチャレンジしよう！

若者チャレンジ
応援事業

先進技術を活用
したスマート農業
に挑戦したい！

海外でも人気が出る伝統
工芸品を作りたい！

3年後に県外からたくさんのお客さんを呼び込める一流レストランを開店したい！

2年目1年目

秋田で
レストランを
開店！
● 県の創業支援制度

などを活用
● メニューの試作、試食

会の開催などの費用
を補助

●留学費を補助● 留学先の選定、 
研修プログラムなど
をコーディネーター
がアドバイス

ジビエ（※1）料理の
本場フランスへ
料理留学！

（※1） 野生鳥獣の肉を意味する 
フランス語

帰国して
開店準備

夢の実現に
向けて
計画を作成

例えば…シェフを目指すAさんの場合

補助対象事業  若者ならではのアイデアを生かして地域の
元気を創出する戦略的な取り組み

募 集 期 間 2019年4月15日（月）～5月20日（月）
対 象 者  原則県内在住の18歳以上40歳未満の個

人または団体。高校生を除きます。
採 用 数 年間20件程度（選考委員会で審査）
補 助 期 間 1～3年
補 助 率 4分の3（※2）

限 度 額 100万円／年　総額200万円まで（※2）

対 象 経 費 秋田で活躍するためのスキルアップに必要
な研修費や海外留学にかかる経費（渡航
費、家賃など）、試作や試行イベントの開催
等、起業準備に必要な経費など。

（※2） AI・IoTなど先進技術を活用した取り組みや、注目度が高く公益
性が高い取り組みなど、選考委員会が認めた場合は【補助率】
10分の10【補助限度額】300万円／年、総額400万円までとし
ます。

GOAL
秋田の元気を創出！
県内外へ魅力を発信！

応援!あ たのなチャレンジを
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みんなが笑顔で暮らせる秋田に

街でヘルプマークを見掛けたら ヘルプマークに関するエピソード

ヘルプマークは、配慮を必要としている人が周囲に伝えるためのものです。

平成 28年に「障害者差別解消法」が施行されました。これは、お店やオフィス・公
共施設などで障害のある人たちが差別を受けることのないように定められた法律で
す。しかし、現在も「車いすでの入店を断られた」「視覚や聴覚に障害のある人への対
応が不十分」などの事例が報告されています。
県では障害のある人に対する差別を無くし、障害のある人が支援を求めやすい社会
をつくるために、「秋田県障害者差別解消推進条例」を策定しました。

秋田県障害者差別解消推進条例（※）とは？（平成31年4月施行）

（※）「秋田県障害者への理解の促進及び差別の解消の推進に関する条例」の略称。

〜 誰もが生き生きと笑顔で暮らせる社会づくりを！〜

配布場所
ヘルプマーク、ヘルプカードは、お住まいの市町村、県地域振興
局福祉環境部、県障害福祉課などで配布しています。

ヘルプマーク・ヘルプカード

障害のある人たちへの

  　サポートを 
     お願いします。

ご存知ですか?

県障害福祉課

主任 嵯
さ が

峨 未
み

羽
わ

子
こ

県障害福祉課

主事 藤
ふじ

田
た

 竜
りゅう

也
や

平成 31 年 4 月に「秋田県障
害者差別解消推進条例」が
施行されました。障害のあ
る人が安心して暮らせる社
会をつくるために、障害の
ある人たちがどのような配
慮や支援を必要としている
のかを考えることから始め
てみましょう。

電車・バスでは 
席を譲ろう

困っているよう
だったら、 

声を掛けよう

災害時は、
安全に避難
するための

支援をしよう

エピソード

1
エピソード

2

人工関節は外見からは分からないが、バスなどで立っ
ているのがつらい。ヘルプマークを着けていると周囲
の人が気付いてくれ、席を譲ってくれるので助かる。

ヘルプカードに、緊急時の連絡先として、かかりつ
けの病院の電話番号を書いておいたので、具合が
悪くなった時に、周囲の人が気付いてすぐ連絡して
くれ、一命を取り留めた。

見た目では分からない障害のある方

持病のある方

エピソード

3 ヘルプマークに「聞こえないので筆談をお願いしま
す」と書いておくと、お店ですぐに対応してもらえる。

聴覚障害、言語障害のある方

こんなときに

役立ちました！

このマークを見掛けたら、思いやりのある行動を

あきたびじょん　2019年5・6月号6



障害のある人の立場で考えてみましょう

県障害福祉課、各地域振興局
福祉環境部にも相談窓口を設
置しています。

困ったときは、相談窓口へ！

車いすを使用してい
ることを理由に入店
を断られた。

歩きスマホをしてい
る人が視覚障害者に
気付かずぶつかって
しまった。

必要な情報が音声で
案内されたが、聴覚
障害のある人に伝わ
らなかった。

※盲導犬を連れていることを理由に入店を断っている場合は、盲導犬の入店を受け入れる配慮を検討しましょう。

立っているのが
つらい人がいます。

テーブルを動かし
て通路を広げるな
ど、車いすでも入
店できるようにす
る。

危険な歩きスマホ
はしない。

筆談で情報を
伝える。

声を掛け、席を
譲る。

どのような配慮をすればいい？

お店で

街で

日常生活で

電車やバスで

障害者110番
（秋田県障害者社会参加推進センター内）

☎018-863-1290
  018-863-1296

相談対応日　月〜金曜日（祝祭日・年末年始は除く）
相 談 時 間　9：00 〜 16：00（時間外は留守番電話とFAXにて対応しています）

このような困ったことがあります 

 お問合わせ先  県障害福祉課　☎018-860-1331

障害を理由とする
差別に関する相談は、

「障害者 110 番」と
県や市町村の窓口で
受け付けています。

あきたびじょん　2019年5・6月号 7



みなさんにメリットがあります

どんなことが評価されるの？

どんなメリットがあるの？

認証評価制度の流れは？

働く人へのやさしさが
地域にやさしい介護につながる

平成29年にスタートした「介護サービス事業所認証評
価制度」。介護職員が働きやすい職場づくりに力を入れ
ている事業所を評価する制度です。職員や事業所に
とってはもちろん、利用者にとってもサービス向上につ
ながる、みんなにやさしい制度です。

働
き
や
す
い
！安心ね

働きやすい環境づくりに取り組んでいるか

働 く 人

ずっと安心して暮らせる秋田県になる

長く働き続けることができる

ライフスタイルに応じた 
多様な働き方ができる

将来への希望を持って 
働くことができる

県長寿社会課

副主幹 山
やま

田
だ

 洋
ひろゆき

之

ワーク・ライフ・
バランスの実現

学生・求職者
魅力ある職場の選択肢が増える
働きやすい事業所が増加する

事 業 所
職員の定着につながる
採用への大きなアピールになる

利 用 者
質の高いサービスを受けられる
優良事業所が分かりやすい

人材育成の仕組みや
制度が整備されて

いるか

資格取得のための
支援制度があるか

資質向上のための
計画が策定
されているか

経験や資格に
応じて昇給する
仕組みがあるか

地域交流を進んで
行っているか

育児や介護との
両立ができるか

秋田県介護サービス事業所認証評価制度

参加宣言の手続き

認証申請の手続き

認証審査

宣　言

認　証

評価項目の
整備

＊県による公表
＊�認証に向けた
　サポート

継続した
取り組み

＊宣言から
　2年以内

▼

▼

＊有効期間
　3年

基準到達

取り組み
開始
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事業所認証式が開催されました！

介護職　紹介動画
「future〜ここにある未来〜」

公開中！

このマークは「介護サービス事業所認証評価制度」の認
証評価基準をすべて満たし、認証を受けた事業所であ
ることを示すマークです。これまで97の事業所が認証
への参加を宣言し、35の事業所が認定を受けています
（平成31年3月末現在）。

介護の現場で働く人たちを紹介した動画を、「エリアなかいち」300インチ大画面
で放映中！（6月末日まで）秋田県介護職応援Webサイトからも視聴できます。

3月22日に行われた介護サービス事業所認証式には、新たに認証
された13の施設代表者が出席。各施設の取り組みや成果などが報
告され、働きやすい介護の未来へ新たな一歩を踏み出しました。

当施設では以前から地元中学生の福祉・職場
体験、ボランティアの受け入れなど、地域との交
流を盛んに行ってきました。制度への参加宣言

後は、そうした取り組み
を求人票に添付したり
ウェブサイトに掲載する
など、求職者への PRに力
を入れています。また、
キャリアアップ計画を見
直したことで、職員たち
が明確な目標を持てるよ
うになりました。

認証宣言後に、月の休みが 8日から 9日に増
加。それにより勤務時間が1日 30分延びました
が、その分デスクワークに充てられる時間が増え

て、業務効率が上がりま
した。心にゆとりができ、
質の高い介護の提供につ
ながっています。
職場は、スキルアップ
を後押ししてくれる環境
なので、仕事と研修の両
立が可能です。これから、
夢であるケアマネジャー
の資格取得に向けて頑張
ります！

取り組みを見直し、周知に注力
地域・職員に明るい職場に

休みが増えてゆとりができ、
質の高い介護につながっています

認証マークの事業所増えてます！

社会福祉法人 みなせ福祉会
平成31年3月22日認証取得 平成30年11月6日認証取得

社会福祉法人 大館圏域ふくし会

介護職員

 菅
すがわら

原 良
りょうた

太さん

常務理事・施設長 

小
こ

南
みなみ

 智
とも

子
こ

さん

 お問合わせ先  県長寿社会課　☎018-860-1363

秋田県介護職応援Webサイト 検索
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秋田県公式ウェブサイト「美の国あきたネット」
 県公式Facebook　  県公式Twitter情 ひ ろ ば報の

令和元年度第1回県出資法人 
職員共同採用試験

県が出資する法人の共同採用試験の第一次
試験を、7月7日（日）に行います。

詳しくは5月中旬に各法人のウェブサイトでご
案内します。受験案内は、5月下旬から各法人
や県庁総合案内、ハローワークなどで配布予定
です。
◆採用予定法人
（社福）秋田県社会福祉事業団
　☎018-889-8360

（公財）あきた企業活性化センター
　☎018-860-5603
秋田県信用保証協会
　☎018-863-9011

（一財）秋田県建設・工業技術センター
　☎018-863-4421

※詳しくは各法人までお問い合わせください。
問 県総務課　☎018-860-1057

県内就職を応援！ 
秋田県合同就職面接会

令和2年3月に大学や短大、専修学校などを
卒業予定の学生や既卒者を対象に、県内企業の
合同就職面接会を開催します。事前申込不要、
入退場自由です。
 日時 6月5日（水）13：00～16：00

8月29日（木）13：00～16：00
 会場 秋田ビューホテル

 コンテンツ番号　39911
問 県移住・定住促進課　☎018-860-1248

奨学金返還助成の認定申請の受付
若者の県内定着促進に向け、県内企業に就職

する新卒者などを対象に奨学金の返還助成を
行っています。助成期間は3年間で、最大60万
円の助成を受けられます。

助成希望の方は、募集要項をご確認の上、「助
成対象者認定申請」を行ってください。

 コンテンツ番号　40025
問 県移住・定住促進課　☎018-860-3751

令和元年度 県職員採用試験

試験の種類 申込受付開始日 第一次試験日
大学卒業程度

（職務経験者含む） 5/10(金) 6/23(日)

短大卒業程度
7/24(水) 9/29(日)高校卒業程度

（職務経験者含む）
高校卒業程度

（障害者採用） 8/26（月） 10/27（日）

受験案内・申込書は、申込受付期間中、美の
国あきたネットからダウンロードできるほか、県
庁総合案内、県地域振興局、県外事務所などで
配布します。

 コンテンツ番号　1295
問 県人事委員会事務局　☎018-860-3253

令和元年度 秋田県警察官採用試験 
～君がこの街を守る主人公になる～

県警察では、安全で安心な秋田を守りたい、
秋田県民に寄り添う仕事をしたいという秋田が
大好きな方を求めています。

試験の種類 申込受付期間 第一次試験日
警察官 A 区分
(大学卒業または
卒業見込みの方)

5/10(金)～
6/5(水)

7/13（土）
7/14（日）

受験案内は、申込受付期間中、県警察本部や
各警察署などで配布します。
問 県警察本部警務課
  0120-863314

（特別）児童扶養手当額が変わります
今年4月分から児童扶養手当および特別児童

扶養手当の支給月額が変更になります。
詳しくは、お住まいの市町村へ直接お問い合

わせください。
◆児童扶養手当
【全部支給】
　児童一人目　　　42,910円
　児童二人目　　　10,140円加算
　児童三人目以降　6,080円加算

【一部支給】
　児童一人目　　　42,900円～10,120円
　児童二人目　　　10,130円～5,070円加算
　児童三人目以降　6,070円～3,040円加算

◆特別児童扶養手当
【1級】52,200円
【2級】34,770円
問 県地域・家庭福祉課　☎018-860-1344

経済センサス ‒ 基礎調査の実施
「経済センサス-基礎調査」は、調査員が全国

全ての事業所の活動状態を確認し、新たに把握
した事業所など一部には調査票を配布して行い
ます。皆さまの調査へのご理解・ご回答をお願い
します。
 調査期間  6月～11月

 コンテンツ番号　40402
問 県調査統計課　☎018-860-1256

6月1日～7日はエイズ検査普及週間です！
県内の各保健所では、年間を通じ、梅毒やエ

イズを含む性感染症に関する電話相談や、検査
を行っています。検査は無料・匿名ですが、事前
予約が必要です。
「心配だな」と思うことがある方は、お近くの

保健所にご相談ください。各保健所の検査日時
は、美の国あきたネットに随時掲載します。

 コンテンツ番号　987
問 県保健・疾病対策課　☎018-860-1427

秋田県消費者セミナー開催
5月は消費者月間です。皆さんに食の安全・安

心に関する正しい知識や情報を得てもらえるよう、
セミナーを開催します。参加を希望される方は、
事前にお申し込みください。
 日時 5月30日（木）13：30～
 会場 秋田市にぎわい交流館AU
 料金 無料
 定員 200人

 コンテンツ番号　41190
問 県県民生活課　☎018-860-1517

「第6回ふるさと秋田文学賞」作品募集
自然や文化、風土や人など、本県をテーマと

した文学作品を募集しています。
小説は原稿用紙50枚以内、随筆や紀行文は

原稿用紙20枚以内です。応募締め切りは7月
31日（水）（当日消印有効）です。

お知らせ

あきたびじょん　2019年5・6月号10



33642
コンテンツ番号が付与されている情報については、美の国あきたネットで詳細をご確認いただけます。
画面上部の「サイト内を検索する」に番号を入力してください。

■サイト内を検索する

里地里山を巡るスタンプラリーを開催 ！
農山村地域の素晴らしさや、農地を守る活動

を発信するほか、地域活動の輪を広めることを
目的に、「守りたい秋田の里地里山50」認定地
域を巡るスタンプラリーを開催します。

集めたスタンプ数に応じて、地域特産物をプ
レゼントします。
 開催期間 5月1日（水）～9月30日（月）
 応募期限 9月30日（月）（当日消印有効）

 コンテンツ番号　39857
問 県農山村振興課　☎018-860-1851

地域の元気お届けマーケット
地域づくりに取り組む県内各地の町内会や自

治会等の団体が、自慢の農産物や漬物、お菓子、
工芸品などを販売することで、皆さまに「地域の
元気」をお届けします。ぜひお立ち寄りください。
 日　　時 6月8日（土）、9日（日）

両日とも9：30～15：30
 会　　場 秋田駅東西連絡自由通路

「ぽぽろーど」
 参加団体 10団体程度

 コンテンツ番号　40674
問 県地域づくり推進課　☎018-860-1215

◆ふるさと秋田文学賞
▶「小説の部」1編（賞金50万円）
▶「随筆・紀行文の部」1編（賞金30万円）
　※詳しくは募集リーフレットをご覧ください。
 コンテンツ番号　29986

問 県総合政策課　☎018-860-1216

「あきた民謡祭2019」観覧者募集
あきた民謡祭2019の観覧者を募集します。

 日　　時 6月9日（日）14：00～
 会　　場 秋田市文化会館
 応　募　先 〒010-0001　秋田市中通2-8-1

フォンテAKITA 6階
（一社）秋田県芸術文化協会　
民謡祭係

 応募期限 5月17日（金）必着
 応募方法 はがきに（1）応募者氏名［ふりがな］

（2）郵便番号（3）住所（4）電話番号
（5）年齢（6）同伴者氏名［ふりがな］
【1人まで】を記入し、送付。

※応募は一人一回とし、応募者多数の場合は抽
選となります。

 コンテンツ番号　40925
問 県文化振興課　☎018-860-1530
　（一社）秋田県芸術文化協会
 ☎018-835-3193

「日本国花苑フォトコンテスト」作品募集
井川町にある日本国花苑にはフォトスポットが

たくさん！「＃日本国花苑フォトコンテスト」を付
けて、桜や彫刻など苑内の魅力ある写真を応募
してみませんか。遊んでいるお子さまの写真も
大歓迎！ゴールデンウィークは日本国花苑へお出
掛けください。
 応募期限 8月30日（金）
 応募方法 SNSに投稿またはメールで送付
 表　　彰 最優秀賞1点（商品券2万円分）

優秀賞5点（商品券1万円分）
 コンテンツ番号　40563

問 県秋田地域振興局　☎018-860-3313

「マッチング支援対象法人」の募集
県および市町村は、東京圏からの移住と企業

の人材確保を図るため、一定の要件を満たす法
人を「マッチング支援対象法人」として登録し、
求人情報を県ウェブサイトに掲載するとともに、
掲載求人に就職した東京圏からの移住者に支援
金を給付する「移住・就業支援事業」を実施して
います。

登録法人を募集していますので、東京圏から
の人材確保をお考えの法人は、ぜひご検討くだ
さい。登録申請書など、登録に必要な書類の様
式は、美の国あきたネットからダウンロードでき
ます。

 コンテンツ番号　40997
問 県移住・定住促進課　☎018-860-1234
 県産業政策課　☎018-860-2214

春の全国交通安全運動の実施
交通事故防止の徹底を図るため、「春の全国

交通安全運動」を5月11日～20日に実施しま
す。

横断歩道は、歩行者優先です。運転者は、横
断歩道の手前で一時停止をして歩行者の安全を
守りましょう。歩行者は、道路を横断する際は、
横断歩道を渡りましょう。

 コンテンツ番号　23253
問 県県民生活課　☎018-860-1523

防災を気軽に体験・学習 ！
防災学習館では、高い技術を取り入れたいろ

いろなシミュレーション装置を活用し、地震・煙・
初期消火などの体験ができます。
「もしも」の災害に備え、ぜひご体験ください。

 開館時間 9：00～16：00
 休　館　日 年中無休（12月29日～1月3日を除く）
 入　館　料 無料（団体利用の場合は要予約）

 コンテンツ番号　7905
問 県防災学習館　☎0184-73-3005

催  し

県政広報の
ご案内

テレビ「あきたびじょんNEXT」
18:55〜　■月曜日　秋田朝日放送
　　　　　■木曜日　秋田放送・秋田テレビ

ラジオ「秋田県からのお知らせ」
7:50〜　■金曜日　エフエム秋田

新聞「あきた県広報」
■毎月第4土曜日
　秋田魁新報
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県庁「Sota」
プロジェクト始動！

紙
表号
今
の

県の先進技術の普及拡大に
向けた取り組み「秋田デジタル
イノベーション」の一貫として導
入されたコミュニケーションロボッ
ト「Sota」。

現在、学校法人コア学園 秋
田コア ビジネスカレッジの3年生
が「Sota」の 育成に奮闘中。
県庁第二庁舎の案内や観光名
所を紹介できる日を目指して頑
張っています。高さ28㎝の県庁
の愛くるしいアイドルの活躍にご
期待ください！

5月1日から元号が「平成」から「令和」に変わりま
した。

今では、世の中のグローバル化もあり、年代表記
の多くが西暦表記に変わってきていますが、日本人
にとって、元号は特別な存在としての意味合いを持
つのでないでしょうか。

西暦で時代をくくる場合、1800年代とか、20世
紀とか100年単位の大きなくくりになりますが、元号
では人間の寿命の範囲内に収まる、もう少し小さな
単位になります。
  このため、さまざまな事柄を細かな時系列で捉える
ことができ、例えば「21世紀前半には東日本大震災

があった」というよりは、「平成時代には」という方が
何となく身近なものに感じられます。
   人の生まれ年も「昭和生まれ」、「平成生まれ」とい
う言い方の方が、その人の生まれた時代の風潮や
出来事などと照らし合わせることができ、現実感が増
します。

いずれ、多くの日本人にとっては、元号が変わるこ
とにより、何となく世の中がリセットされたような雰囲
気になり、心新たにという気が起きて来るのではない
でしょうか。
「令和元年」、秋田にとっても日本にとっても希望

の時代の幕開けにしたいものです。

令和元年、希望の幕開けに佐
竹
び
じ
んょ

知
事
コ
ラ
ム

メッセージ
message

取組直前、気合十分の将豊竜さん。

　秋田の皆さんこんにちは。
時
とき

津
つ

風
かぜ

部
べ

屋
や

の将
しょう

豊
ほう

竜
りゅう

 光
ひかる

です。
　相撲は体ひとつで戦うスポーツなの
で、体力づくりと自己管理を大切にしていま
す。  
　また、体の大きい力士に負けないように心
身ともに鍛えるため、毎日の稽古に一生懸命
取り組んでいます。将来は、豪

たけ

風
かぜ

関
ぜき

のような
力士になりたいですね。
　地元の皆さんから応援してもらえるような
力士を目指して頑張りますので、これからも
よろしくお願いします！

将
しょう
豊
ほう
竜
りゅう
 光
ひかる
さん

平成8年生まれ。横手市出身。両親の勧めで小
学校1年生から相撲を始める。地元の大会で優
勝するなど、勝つことが楽しくて相撲を続ける。
県立平成高校を卒業後、時津風部屋に入門。今
年の初場所から幕下に昇格。

頑張るあきたの力士たち （敬称略）

佐
さ
々
さ
木
き
山
やま
、華
か
王
おう
錦
にしき
、庄
しょう
司
じ
、竜
たつ
風
かぜ
、

琴
こと
陸
りく
山
ざん
、琴
こと
伊
い
藤
とう
、阿
あ
部
べ
桜
ざくら
、渡
わた
部
なべ
も

頑張っています！

未来に向かって

秋田県出身の期待の幕下力士、将豊竜！小柄な体格
ながら、得意の「突き」と「押し相撲」で関取を目指しま
す。ひたむきに頑張る若き昇り竜に注目です！


